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九州大学 アジア・オセアニア研究教育機構   ブラウンバッグセミナー

登録はこちら

沖縄といえばどんなイメージが浮かぶでしょう

か？　青い海でしょうか、美味しい料理でしょう

か、それとも、米軍のフェンスでしょうか？　沖

縄では 1995 年の米兵による「少女暴行事件」を

きっかけに、「なぜ沖縄に基地が集中しつづける

のか」という不満が県民の間で共有され、全国に

問いを突きつける大きなうねりとなりました。

2000 年代に入ると、その主張に思想的な根拠と

して「植民地主義」という耳慣れない言葉が議論

に登りはじめます。この学術的な概念がなぜ沖縄

の文脈で説得力を持つのか、本セミナーではその

背景と実態、そして課題について考えます。
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愛知県出身です。主婦を経て大学

院に進み 2017 年に博士号（比較

社会文化／九州大学）を取得しま

した。その後九州大学大学院比較

社会文化研究院特別研究者、

2022 年 4 月より同研究院／アジ

ア・オセアニア研究教育機構

（Q-AOS) 学術研究員、2024 年 4

月より同大学院人間環境学研究院

／ Q-AOS 助教、2025 年 4 月よ

り現職。主な研究テーマは主婦と

労働、近年は基地をめぐる女性た

ちの社会運動について研究を進め

ています。
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